
1 4

富山県立福岡高等学校同窓会会報 N o.26 2026.3

事務局：〒939-0127 富山県高岡市福岡町上蓑561番地 福岡高等学校内　
ホームページ　 URL  https://www.fukuoka-h.tym.ed.jp/graduate/reunion

◇各学年の同窓会、部のOB・OG会の開催記事を募集しています。
◇福岡高等学校のホームページを開設しています。ご利用ください。なお、同窓会ページは多くの意見をどんどん取り入れて、
　内容を充実させたいと考えています。
◇会報をホームページにも掲載しています。

注意

事務局だより

福岡高等学校内　同窓会事務局　電話（0766）64-5275　　FAX（0766）64-5276

富山県立福岡高校同窓会
フェイスブックページ

https://www.fukuoka-h.tym.ed.jp/graduate/reunion

E-mail fukuokako@ed.pref.toyama.jp

https://ja-jp.facebook.com/pages/富山県立福岡高校同窓会-111504212307371

同窓会事務局と名乗り、住所、進路等の問い合わせをする業者があります。ご不審な点がございましたら、
下記へお問い合わせください。
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中 川 陽 輝
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同窓会副会長　立川　証

ICTを活用した授業風景

AI時代の自律を目指して

　同窓会員の皆様には、本会の活動に
ご理解とご協力を賜り深く感謝申し上
げます。

　さて同窓会総会も今年は41回目となり、幹事学年となる
１回生は私を含め50代最後の歳になります。同じ福岡高校
で学んだといっても、その学習環境は40年で大きく変化を
しています。ICT（Information and Communication 
Technology）が進んだ現在は生徒一人ひとりがタブレット
を持ち、個別の疑問や課題に寄り添えるような学習方法が取
り入れられています。ITは社会のさまざまな分野に影響を与
え、特に近年ではAIの活用が急速に広がり、語学学習はAIと
の会話で学ぶのが主流になりつつあります。
　最新の情報で更新され「進化する早さ」で人間の先回りを
して、引っ張ってくれるのがAIのすごさなのでしょうが、応

用できることが増える一方で、AIには出来ないことは何かも
問われています。感性や感情などの人間らしさの根本は
「変えたくないような大切な想いがあること」なのではない
でしょうか。
　福岡高校の校訓は「自律（Self-Control）」から始まりま
す。Controlの語源は「対照する巻物」という意味です。も
ともとあった自分と現在を見比べて確認する作業が自律とい
うことなのでしょう。時間と労力をかけた一生懸命を詰め込
んだ高校時代には、良くも悪くも大切なストーリーがたくさ
ん生まれます。便利と高効率に急がされる時代になっても、
対照すべき大切な物語が心にあれば、私たちはAIの時代も自
律しながら歩めるのではないでしょうか。大切な物語が重な
る同窓会活動でありたいと思います。

出会いの中でのコミュニケーションは、AIには真似できない温度が伝わるのがいいところ。地域で
活動する在校生が、その場所その瞬間の熱量を宝物にしてほしいと願っています。

編　集　後　記編　集　後　記

写真は令和7年度懇親会風景
福岡高等学校HP
同窓会ページ

第41回同窓会総会＆懇親会告知
「ホテルニューオータニ高岡」で同窓会総会＆懇親会を開催します。
今年のメインの回生は1回生、11回生、21回生、31回生、36回生、41回生です。
福岡高等学校ホームページの同窓会ページ及び同窓会フェイスブックページでもご案内しています。

令和7年度　部活動等の記録学校の近況

日　時 令和8年 8月14日（金）18：00～20：30（受付17：30～）
 　同窓会総会　18：00～18：30
 　懇親会　　　18：30～20：30
会　場 ホテルニューオータニ高岡
 　同窓会総会　鳳凰の間東（４階大宴会場）
 　懇親会　　　鳳凰の間西中（4階大宴会場）
会　費 8,000円　（41回生は5,000円）

再生と進化の年に
校長　向　茂美

　福岡高校が開校したのは昭和58年
4月7日でした。高校生の制服といえば
学ランとセーラー服が一般的だった当

時、ブレザー型の制服はまだ珍しく、福岡高校の制服が
テレビや新聞で取り上げられました。当時の写真を見る
とまだ校舎の一部しか完成しておらず、前庭は土がむき
出しのままでした。開校式と入学式は、新入生自身も会
場設営や受付等を担ったようです。入学後は、授業や部
活動等の学校生活と並行して校舎の建築が続けられま
した。当時の最新機器を完備したLL教室での先進的な
英語学習や、県内初の英国人講師による英語の授業等
が行われ、「英語の福岡」としての特色を打ち出しました。
昭和58年10月7日には格技場が完成し「道場開き」が行
われ、１月には「寒稽古納会」が行われました。昭和60
年3月には大きな吹き抜けがある図書館、最新の音響設
備を備えた視聴覚室、美術・書道・音楽教室からなる芸
術棟が完成しました。昭和61年3月に第1回卒業証書授
与式が行われ、同月、中庭が完成しました。正面玄関か
ら入ると、眼前の大きなガラス窓を通して噴水を備えた
池のある中庭が目に飛び込んでくるという見事な設計で
す。昭和62年3月には第1回英国語学研修（当初は「英国
短期留学研修」と呼称）がオックスフォードで行われ、
昭和63年には第2体育館が、平成２年には後庭造園工事
が完成し、現在の福岡高校の礎が築かれました。
　開校から40年以上が経ちました。諸先輩方から受け
継いで大切に使ってきた校舎や設備ではありますが、最
近では校舎内のあちこちで不具合が発生するようになり
ました。冷暖房が上手く機能しなかったり、床や壁の至
る所にヒビが入ったりと、経年劣化が目立っています。校
舎の複数箇所にある大きな庇にはびっしりと苔がむし、
内部への浸食により屋根材が劣化して、雨漏りや崩落の
危険性が増してきました。そのため、令和7年度には正面
玄関の屋根の改修工事を行いました。学校の顔とも言え
る正面玄関が新しく生まれ変わったことで、印象が非常
に良くなりました。
　令和7年は巳年でした。蛇は脱皮を繰り返すことから
「再生」や「進化」を表し、巳年は「成長と変化」を象徴
すると考えられてきました。福岡高校では校舎の一部を
「再生」し、日々の授業や学校行事に工夫を凝らすことで
「進化」してきました。恵まれた環境で、生徒が「成長と
変化」をするという福岡高校の礎の部分は開校当初か
ら変わっていません。同窓生の皆様方からは、生徒が
しっかりと成長できるように多大なご支援をいただいて
おり、心から感謝申し上げます。今後も変わらぬご支援を
どうぞよろしくお願いします。

役職 組回氏　　名

福岡高等学校同窓会役員名簿
■第74回高岡市長盃争奪加盟団体対抗陸上競技大会
高校一般男子1500m 第2位 屋敷　海李（31H）
高校一般男子800m 第3位 屋敷　海李（31H）
高校一般男子砲丸投 第3位 桶川　陽生（32H）
高校一般女子400m 第3位 朝賀　景香（21H）
高校一般女子100mH 第3位 勝山奈々美（33H）
高校一般女子４×100ｍＲ 第3位 勝山奈々美（33H）
   島倉　一華（31H）
　   桶谷　美結（33H）
   今井結梨奈（31H）
■第63回小矢部市民スポーツ大会　
一般女子砲丸投 第2位 永井　悠菜（21H）
■第78回富山県高等学校陸上競技対校選手権大会
男子800m 第3位 屋敷　海李（31H）
女子やり投 第5位 今井結梨奈（31H）
女子走高跳 第7位 鄭　　美何（11H）
■第64回北信越高等学校陸上競技対校選手権大会
男子800m 出場 屋敷　海李（31H）
女子やり投 出場 今井結梨奈（31H）
■第62回富山県高等学校新人陸上競技対校選手権
大会

共通男子400ｍＨ 第6位 久村　泰輝（23H）
共通女子走高跳 第6位 鄭　　美何（11H）
■第１回チームコンバインド６　
高校一般女子の部 第３位 鄭　　美何（11H）
   辻　　千華（13H）
   橋爪　那菜（13H）

■第26回ICHIKO杯争奪バスケットボール大会　優勝

■第21回I.Sカップなんとオープンバドミントン大会
女子Cクラス　第１位
  𠮷野　心結（23H）、 江畑　吏彩（23H）組
女子Cクラス　第３位
  中島　悠花（23H）、 兼田　仁瑚（23H）組

第72回高岡市剣道大会　
高校女子個人戦 第2位 小川　晃代（23H）
高校女子個人戦 第3位 佐々木美衣（22H）

■第50回富山県青少年美術展　　
デザイン部門　入選  蟹谷　冴香（11H）
   阿部千彩紀（12Ｈ）
■福岡町つくりもんまつり
敢闘勝 作品名「エッグプラネット」

■第53回富山県吹奏楽コンクール
高等学校Ｂ部門　金賞
■第47回高岡地区アンサンブルコンテスト
金賞  管打楽器３重奏
   金管８重奏
    サクソフォン４重奏
■第60回富山県アンサンブルコンテスト　出場
   管打楽器３重奏

■Ikenobo花の甲子園2025北陸大会　
優　勝  中谷　美沙（21H）
   田守　美結（22H）
   髙田　美希（23H）

■Ikenobo花の甲子園2025全国大会
敢闘賞  中谷　美沙（21H）
   田守　美結（22H）
   髙田　美希（23H）

■第64回富山県高校放送コンテスト
テレビドキュメント部門 優良賞 「ハルネコ熟知」
創作テレビドラマ部門 優良賞 「スタイルとスタンス」

■第50回富山県青少年美術展　 
書部門　入選  杉本　修暉（32H）
   石井　千咲（21H）
   坂本　麻緒（21H）
   菅田　紫乃（21H）
   縁山　真央（11H）
   堂田　実花（11H）
  　 中谷　美羽（13H）
■第21回砺波市美術展
書の部　奨励賞  石井　千咲（21H）

■第26回富山県高等学校英語プレゼンテーションコンテスト2025
リサーチ・プロジェクト部門　最優秀賞 
   朝賀　景香（21H）
   粟田　裕子（21H）
   石井　千咲（21H）
   源　ときわ（21H）
スピーチ部門　奨励賞  中山　月渚（21H）
■とやま科学オリンピック2025
高校部門個別戦　化学分野　銅賞
   遠藤　羽菜（22H）
   佐々木晃太（23H）

陸上競技部

吹奏楽部

バドミントン部

剣道部

放送部

書道部

その他

美術部

華道部

女子バスケ部
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第40回

＆同窓会総会 懇親会
Aさん：福岡駅やにぎわい交流館に生け花を飾ってくれてるの、しっとるー？
Tくん：知っとる！知っとる！茶華道部のお花を目にすると気持ちが安らぐし、

いつも通勤通学や地域のみんなを元気づけたり和ませてくれるよね！
Aさん：そうだね。いつもみんなを楽しませてくれる。
Tくん：地域貢献といえば、環境美化の奉仕活動もあるよね。
Aさん：定期的にクラス毎で、駅から学校への通学路周辺の清掃活動をしていた

り、福岡町の美化活動の日に一緒に参加してくれているのを見かけます
よね。

Tくん：まちのイベントにもいろいろ関わってくれてるみたい。
Aさん：書道部のリバーサイドフェスタでのパフォーマンスや美術部のつくりも

ん製作出展、吹奏楽部の福岡町芸能祭での演奏などなど地域に触れるこ
とで、まちの歴史や伝統などを調べることもあるとか・・・。

Tくん：懐かしい話になるけど、2006年の野球部の甲子園出場が決まった時も
福岡町をすっごく盛り上げてくれたよねー。

Aさん：駅前の飲食店のメニューが『勝つ丼』と名したのは、この甲子園出場が
きっかけだったとのうわさもあるよ。

Tくん：地域と福岡高校の繋がりっていっぱいあるよねえー。
Aさん：コロナ禍もあったので、すこーし対外的な活動は減ったと聞いています

が、最近はオープンハイスクールや福岡ひばり園との交流が盛んらしい
です。

Tくん：オープンハイスクールは中学生対象だね。
Aさん：体験授業の中でも、特に英語の授業では、生徒が中学生に英語をサポー

トして自己紹介や、とあるテーマのディスカッションをしながら英語の
楽しさを教えてるらしいよ。

Tくん：福岡ひばり園との交流は？
Aさん：園児を体育大会に招待してひろ～いグラウンドで一緒に競技をしたり、

学校祭では小さい子が楽しめる演奏会・寸劇、怖くないお化け屋敷など
を催したり、12月にはひばり園にて、絵本の読み聞かせ会・笠地蔵な
どの劇を披露したり。

Tくん：地域の子ども達ともいっぱい交流して楽しませてるんだねー！
　　　小さな子どもたちを笑顔いっぱいにしようと企画や活動に取り組むのっ

て、ほっこりしてやりがいあるもんね。
Aさん：そして、なんと！卒業式の最後の門送りの時には、園児のみんなが小さ

なプレゼントとともに交流活動のお礼や卒業のお祝いにきてくれるそう
です。

Tくん：いいねー！ほっこり度合いが、増しましたー！
Aさん：生徒みんなの様々な地域活動って本当にみんなの笑顔に繋がっていきま

すよね。これからも交流の輪が広がるといいよね。

　10回生は少ない参加人数でしたが、集まっ
てくれた皆や向先生（現福岡高校校長）と当
時の話で盛り上がり、大変楽しい会となりま
した。また、今回一番若い40回生の皆さんか
らは元気をもらえました。次の10回生が中心
となる同窓会は10年後、還暦前の集まりにな
ります。次回皆さんに会えるのを楽しみにし
ていますので、ぜひご参加いただけますとう
れしいです。

　令和7年８月10日（日）午後６時より、ホテルニュー
オータニ高岡において「第40回福岡高等学校同窓会
総会」が開催されました。
　当日は、10回生、20回生、30回生、35回生、40回生
を中心に約８０人の参加がありました。総会では、大
野同窓会長、向校長の挨拶に続き、令和6年度の会務、
会計報告、令和7年度会務計画案・予算案の議事が審
議され、全会一致で原案が承認されました。
　総会後、懇親会が開催され、参加された皆さんは恩
師を囲んで再会を喜び、在学時の話や近況報告など楽
しい時間を過ごしました。各回生で記念撮影を行い、
最後に全員で校歌を合唱して会を締めくくりました。

10回生　嶋田　志保

　今回、私達の代は多くの参加者を集めるこ
とができませんでした。幹事として、十分な声
掛けができなかったことが反省点です。しかし、
少人数ながら集まったメンバーで高校時代の
楽しかった思い出話に花が咲き、近況を報告
し合うなど、大いに盛り上がりました。
　また、先生方にもお会いすることができ、と
ても有意義な時間を過ごすことができました。
当日は、参加したメンバーで次回の目標参加
人数を決める場面もあり（笑）、その実現に向
けて、今後は毎年定期的に同窓会を開催しよ
うと約束しました。

20回生　小川　亜沙美

　同窓会総会および懇親会に参加し、大変
良い経験となりました。お世話になった先
生方や同期と約半年ぶりに再会し、久しぶ
りの再会を喜びつつ、たわいもない話で盛
り上がることができました。懐かしい思い
出を共有しながら、とても有意義な時間を
過ごせたと感じています。今後もこうした
機会を大切にし、また皆さんとお会いでき
る日を楽しみにしています。ありがとうご
ざいました。

40回生　野畑　清佳

　総会、懇親会共に参加させていただきあ
りがとうございました。私たち35回生はコ
ロナの関係もあり初めての参加になりまし
た。当日の出席者は40人を超えており、横
のつながりの強さを実感しました。懐かし
い顔と思い出話や近況について話すことが
できてとても楽しかったです。次回も35回
生で会場いっぱいにしたいものです。参加
いただいた皆さん、運営していただいた諸
先輩方、先生方もありがとうございました。

35回生　山﨑　陸

　久しぶりに同窓生と会えると思い、ワクワクし
ながら参加しました。今回はあまり人数が集まら
なかったものの、高校時代の振り返りや恩師との
対談で盛り上がり楽しかったです。最近はSNS
などで近況は知れるものの、やはり対面で話す場
は大切だと改めて感じました。県外就職や結婚、
子育てが多い世代ではあり、集まりにくい環境下
とは思いますが、次の機会はより多くの方とお会
いできることを楽しみにしています。

30回生　高峰　優誠

20回生集合写真

10回生集合写真

30回生集合写真

35回生集合写真

40回生集合写真

地域活動 編地域活動 編

福岡ひばり園との交流（保育実習）

福岡ひばり園との交流（体育大会）

オープンハイスクール英語授業

美術部つくりもんまつり出展作品

奉仕活動

福岡ひばり園との交流（読み聞かせ）福岡ひばり園との交流（学校祭）
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第40回

＆同窓会総会 懇親会
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Tくん：まちのイベントにもいろいろ関わってくれてるみたい。
Aさん：書道部のリバーサイドフェスタでのパフォーマンスや美術部のつくりも

ん製作出展、吹奏楽部の福岡町芸能祭での演奏などなど地域に触れるこ
とで、まちの歴史や伝統などを調べることもあるとか・・・。

Tくん：懐かしい話になるけど、2006年の野球部の甲子園出場が決まった時も
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などで近況は知れるものの、やはり対面で話す場
は大切だと改めて感じました。県外就職や結婚、
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富山県立福岡高等学校同窓会会報 N o.26 2026.3

事務局：〒939-0127 富山県高岡市福岡町上蓑561番地 福岡高等学校内　
ホームページ　 URL  https://www.fukuoka-h.tym.ed.jp/graduate/reunion

◇各学年の同窓会、部のOB・OG会の開催記事を募集しています。
◇福岡高等学校のホームページを開設しています。ご利用ください。なお、同窓会ページは多くの意見をどんどん取り入れて、
　内容を充実させたいと考えています。
◇会報をホームページにも掲載しています。

注意

事務局だより

福岡高等学校内　同窓会事務局　電話（0766）64-5275　　FAX（0766）64-5276

富山県立福岡高校同窓会
フェイスブックページ

https://www.fukuoka-h.tym.ed.jp/graduate/reunion

E-mail fukuokako@ed.pref.toyama.jp

https://ja-jp.facebook.com/pages/富山県立福岡高校同窓会-111504212307371

同窓会事務局と名乗り、住所、進路等の問い合わせをする業者があります。ご不審な点がございましたら、
下記へお問い合わせください。
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大 野 洋 靖
立 川 　 証
板 谷 直 子
藤 村 充 邦
米 沢 尚 美
牧 野 友 紀
赤 尾 繁 樹
長谷川　　格
宮 田 俊 孝
徳 田 新 一
浅 地 隆 佳
中 村 裕 二
塚 原 映 生
川 島 　 国
松 本 信 幸
寺前　慎太郎
嶋 田 志 保
筏 井 哲 治
今 井 泰 則
山 川 雄 亮
高 田 洋 平
角　　千絵美
鎌倉　真希子
下 村 　 肇
二 塚 大 地
土 肥 浩 樹
小川  亜沙美 
覚 張 千 夏
山 田 雄 介
鈴 木 亜 衣
船 木 悠 平
浜 井 欣 宏
平 田 拓 也
高 田 　 樹
吉 國 　 叡
宮 原 伸 卓
中 村 夕 香
渡 部 貴 晶
明法寺　龍也
今 方 杏 香
渡辺　小乃華
山 﨑 　 陸
関 澤 　 駿
長 柄 維 吹
桐　　謙太朗
中 川 陽 輝
野 畑 清 佳

同窓会副会長　立川　証

ICTを活用した授業風景

AI時代の自律を目指して

　同窓会員の皆様には、本会の活動に
ご理解とご協力を賜り深く感謝申し上
げます。

　さて同窓会総会も今年は41回目となり、幹事学年となる
１回生は私を含め50代最後の歳になります。同じ福岡高校
で学んだといっても、その学習環境は40年で大きく変化を
しています。ICT（Information and Communication 
Technology）が進んだ現在は生徒一人ひとりがタブレット
を持ち、個別の疑問や課題に寄り添えるような学習方法が取
り入れられています。ITは社会のさまざまな分野に影響を与
え、特に近年ではAIの活用が急速に広がり、語学学習はAIと
の会話で学ぶのが主流になりつつあります。
　最新の情報で更新され「進化する早さ」で人間の先回りを
して、引っ張ってくれるのがAIのすごさなのでしょうが、応

用できることが増える一方で、AIには出来ないことは何かも
問われています。感性や感情などの人間らしさの根本は
「変えたくないような大切な想いがあること」なのではない
でしょうか。
　福岡高校の校訓は「自律（Self-Control）」から始まりま
す。Controlの語源は「対照する巻物」という意味です。も
ともとあった自分と現在を見比べて確認する作業が自律とい
うことなのでしょう。時間と労力をかけた一生懸命を詰め込
んだ高校時代には、良くも悪くも大切なストーリーがたくさ
ん生まれます。便利と高効率に急がされる時代になっても、
対照すべき大切な物語が心にあれば、私たちはAIの時代も自
律しながら歩めるのではないでしょうか。大切な物語が重な
る同窓会活動でありたいと思います。

出会いの中でのコミュニケーションは、AIには真似できない温度が伝わるのがいいところ。地域で
活動する在校生が、その場所その瞬間の熱量を宝物にしてほしいと願っています。

編　集　後　記編　集　後　記

写真は令和7年度懇親会風景
福岡高等学校HP
同窓会ページ

第41回同窓会総会＆懇親会告知
「ホテルニューオータニ高岡」で同窓会総会＆懇親会を開催します。
今年のメインの回生は1回生、11回生、21回生、31回生、36回生、41回生です。
福岡高等学校ホームページの同窓会ページ及び同窓会フェイスブックページでもご案内しています。

令和7年度　部活動等の記録学校の近況

日　時 令和8年 8月14日（金）18：00～20：30（受付17：30～）
 　同窓会総会　18：00～18：30
 　懇親会　　　18：30～20：30
会　場 ホテルニューオータニ高岡
 　同窓会総会　鳳凰の間東（４階大宴会場）
 　懇親会　　　鳳凰の間西中（4階大宴会場）
会　費 8,000円　（41回生は5,000円）

再生と進化の年に
校長　向　茂美

　福岡高校が開校したのは昭和58年
4月7日でした。高校生の制服といえば
学ランとセーラー服が一般的だった当

時、ブレザー型の制服はまだ珍しく、福岡高校の制服が
テレビや新聞で取り上げられました。当時の写真を見る
とまだ校舎の一部しか完成しておらず、前庭は土がむき
出しのままでした。開校式と入学式は、新入生自身も会
場設営や受付等を担ったようです。入学後は、授業や部
活動等の学校生活と並行して校舎の建築が続けられま
した。当時の最新機器を完備したLL教室での先進的な
英語学習や、県内初の英国人講師による英語の授業等
が行われ、「英語の福岡」としての特色を打ち出しました。
昭和58年10月7日には格技場が完成し「道場開き」が行
われ、１月には「寒稽古納会」が行われました。昭和60
年3月には大きな吹き抜けがある図書館、最新の音響設
備を備えた視聴覚室、美術・書道・音楽教室からなる芸
術棟が完成しました。昭和61年3月に第1回卒業証書授
与式が行われ、同月、中庭が完成しました。正面玄関か
ら入ると、眼前の大きなガラス窓を通して噴水を備えた
池のある中庭が目に飛び込んでくるという見事な設計で
す。昭和62年3月には第1回英国語学研修（当初は「英国
短期留学研修」と呼称）がオックスフォードで行われ、
昭和63年には第2体育館が、平成２年には後庭造園工事
が完成し、現在の福岡高校の礎が築かれました。
　開校から40年以上が経ちました。諸先輩方から受け
継いで大切に使ってきた校舎や設備ではありますが、最
近では校舎内のあちこちで不具合が発生するようになり
ました。冷暖房が上手く機能しなかったり、床や壁の至
る所にヒビが入ったりと、経年劣化が目立っています。校
舎の複数箇所にある大きな庇にはびっしりと苔がむし、
内部への浸食により屋根材が劣化して、雨漏りや崩落の
危険性が増してきました。そのため、令和7年度には正面
玄関の屋根の改修工事を行いました。学校の顔とも言え
る正面玄関が新しく生まれ変わったことで、印象が非常
に良くなりました。
　令和7年は巳年でした。蛇は脱皮を繰り返すことから
「再生」や「進化」を表し、巳年は「成長と変化」を象徴
すると考えられてきました。福岡高校では校舎の一部を
「再生」し、日々の授業や学校行事に工夫を凝らすことで
「進化」してきました。恵まれた環境で、生徒が「成長と
変化」をするという福岡高校の礎の部分は開校当初か
ら変わっていません。同窓生の皆様方からは、生徒が
しっかりと成長できるように多大なご支援をいただいて
おり、心から感謝申し上げます。今後も変わらぬご支援を
どうぞよろしくお願いします。

役職 組回氏　　名

福岡高等学校同窓会役員名簿
■第74回高岡市長盃争奪加盟団体対抗陸上競技大会
高校一般男子1500m 第2位 屋敷　海李（31H）
高校一般男子800m 第3位 屋敷　海李（31H）
高校一般男子砲丸投 第3位 桶川　陽生（32H）
高校一般女子400m 第3位 朝賀　景香（21H）
高校一般女子100mH 第3位 勝山奈々美（33H）
高校一般女子４×100ｍＲ 第3位 勝山奈々美（33H）
   島倉　一華（31H）
　   桶谷　美結（33H）
   今井結梨奈（31H）
■第63回小矢部市民スポーツ大会　
一般女子砲丸投 第2位 永井　悠菜（21H）
■第78回富山県高等学校陸上競技対校選手権大会
男子800m 第3位 屋敷　海李（31H）
女子やり投 第5位 今井結梨奈（31H）
女子走高跳 第7位 鄭　　美何（11H）
■第64回北信越高等学校陸上競技対校選手権大会
男子800m 出場 屋敷　海李（31H）
女子やり投 出場 今井結梨奈（31H）
■第62回富山県高等学校新人陸上競技対校選手権
大会

共通男子400ｍＨ 第6位 久村　泰輝（23H）
共通女子走高跳 第6位 鄭　　美何（11H）
■第１回チームコンバインド６　
高校一般女子の部 第３位 鄭　　美何（11H）
   辻　　千華（13H）
   橋爪　那菜（13H）

■第26回ICHIKO杯争奪バスケットボール大会　優勝

■第21回I.Sカップなんとオープンバドミントン大会
女子Cクラス　第１位
  𠮷野　心結（23H）、 江畑　吏彩（23H）組
女子Cクラス　第３位
  中島　悠花（23H）、 兼田　仁瑚（23H）組

第72回高岡市剣道大会　
高校女子個人戦 第2位 小川　晃代（23H）
高校女子個人戦 第3位 佐々木美衣（22H）

■第50回富山県青少年美術展　　
デザイン部門　入選  蟹谷　冴香（11H）
   阿部千彩紀（12Ｈ）
■福岡町つくりもんまつり
敢闘勝 作品名「エッグプラネット」

■第53回富山県吹奏楽コンクール
高等学校Ｂ部門　金賞
■第47回高岡地区アンサンブルコンテスト
金賞  管打楽器３重奏
   金管８重奏
    サクソフォン４重奏
■第60回富山県アンサンブルコンテスト　出場
   管打楽器３重奏

■Ikenobo花の甲子園2025北陸大会　
優　勝  中谷　美沙（21H）
   田守　美結（22H）
   髙田　美希（23H）

■Ikenobo花の甲子園2025全国大会
敢闘賞  中谷　美沙（21H）
   田守　美結（22H）
   髙田　美希（23H）

■第64回富山県高校放送コンテスト
テレビドキュメント部門 優良賞 「ハルネコ熟知」
創作テレビドラマ部門 優良賞 「スタイルとスタンス」

■第50回富山県青少年美術展　 
書部門　入選  杉本　修暉（32H）
   石井　千咲（21H）
   坂本　麻緒（21H）
   菅田　紫乃（21H）
   縁山　真央（11H）
   堂田　実花（11H）
  　 中谷　美羽（13H）
■第21回砺波市美術展
書の部　奨励賞  石井　千咲（21H）

■第26回富山県高等学校英語プレゼンテーションコンテスト2025
リサーチ・プロジェクト部門　最優秀賞 
   朝賀　景香（21H）
   粟田　裕子（21H）
   石井　千咲（21H）
   源　ときわ（21H）
スピーチ部門　奨励賞  中山　月渚（21H）
■とやま科学オリンピック2025
高校部門個別戦　化学分野　銅賞
   遠藤　羽菜（22H）
   佐々木晃太（23H）

陸上競技部

吹奏楽部

バドミントン部

剣道部

放送部

書道部

その他

美術部

華道部

女子バスケ部
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第40回

＆同窓会総会 懇親会
Aさん：福岡駅やにぎわい交流館に生け花を飾ってくれてるの、しっとるー？
Tくん：知っとる！知っとる！茶華道部のお花を目にすると気持ちが安らぐし、

いつも通勤通学や地域のみんなを元気づけたり和ませてくれるよね！
Aさん：そうだね。いつもみんなを楽しませてくれる。
Tくん：地域貢献といえば、環境美化の奉仕活動もあるよね。
Aさん：定期的にクラス毎で、駅から学校への通学路周辺の清掃活動をしていた

り、福岡町の美化活動の日に一緒に参加してくれているのを見かけます
よね。

Tくん：まちのイベントにもいろいろ関わってくれてるみたい。
Aさん：書道部のリバーサイドフェスタでのパフォーマンスや美術部のつくりも

ん製作出展、吹奏楽部の福岡町芸能祭での演奏などなど地域に触れるこ
とで、まちの歴史や伝統などを調べることもあるとか・・・。

Tくん：懐かしい話になるけど、2006年の野球部の甲子園出場が決まった時も
福岡町をすっごく盛り上げてくれたよねー。

Aさん：駅前の飲食店のメニューが『勝つ丼』と名したのは、この甲子園出場が
きっかけだったとのうわさもあるよ。

Tくん：地域と福岡高校の繋がりっていっぱいあるよねえー。
Aさん：コロナ禍もあったので、すこーし対外的な活動は減ったと聞いています

が、最近はオープンハイスクールや福岡ひばり園との交流が盛んらしい
です。

Tくん：オープンハイスクールは中学生対象だね。
Aさん：体験授業の中でも、特に英語の授業では、生徒が中学生に英語をサポー

トして自己紹介や、とあるテーマのディスカッションをしながら英語の
楽しさを教えてるらしいよ。

Tくん：福岡ひばり園との交流は？
Aさん：園児を体育大会に招待してひろ～いグラウンドで一緒に競技をしたり、

学校祭では小さい子が楽しめる演奏会・寸劇、怖くないお化け屋敷など
を催したり、12月にはひばり園にて、絵本の読み聞かせ会・笠地蔵な
どの劇を披露したり。

Tくん：地域の子ども達ともいっぱい交流して楽しませてるんだねー！
　　　小さな子どもたちを笑顔いっぱいにしようと企画や活動に取り組むのっ

て、ほっこりしてやりがいあるもんね。
Aさん：そして、なんと！卒業式の最後の門送りの時には、園児のみんなが小さ

なプレゼントとともに交流活動のお礼や卒業のお祝いにきてくれるそう
です。

Tくん：いいねー！ほっこり度合いが、増しましたー！
Aさん：生徒みんなの様々な地域活動って本当にみんなの笑顔に繋がっていきま

すよね。これからも交流の輪が広がるといいよね。

　10回生は少ない参加人数でしたが、集まっ
てくれた皆や向先生（現福岡高校校長）と当
時の話で盛り上がり、大変楽しい会となりま
した。また、今回一番若い40回生の皆さんか
らは元気をもらえました。次の10回生が中心
となる同窓会は10年後、還暦前の集まりにな
ります。次回皆さんに会えるのを楽しみにし
ていますので、ぜひご参加いただけますとう
れしいです。

　令和7年８月10日（日）午後６時より、ホテルニュー
オータニ高岡において「第40回福岡高等学校同窓会
総会」が開催されました。
　当日は、10回生、20回生、30回生、35回生、40回生
を中心に約８０人の参加がありました。総会では、大
野同窓会長、向校長の挨拶に続き、令和6年度の会務、
会計報告、令和7年度会務計画案・予算案の議事が審
議され、全会一致で原案が承認されました。
　総会後、懇親会が開催され、参加された皆さんは恩
師を囲んで再会を喜び、在学時の話や近況報告など楽
しい時間を過ごしました。各回生で記念撮影を行い、
最後に全員で校歌を合唱して会を締めくくりました。

10回生　嶋田　志保

　今回、私達の代は多くの参加者を集めるこ
とができませんでした。幹事として、十分な声
掛けができなかったことが反省点です。しかし、
少人数ながら集まったメンバーで高校時代の
楽しかった思い出話に花が咲き、近況を報告
し合うなど、大いに盛り上がりました。
　また、先生方にもお会いすることができ、と
ても有意義な時間を過ごすことができました。
当日は、参加したメンバーで次回の目標参加
人数を決める場面もあり（笑）、その実現に向
けて、今後は毎年定期的に同窓会を開催しよ
うと約束しました。

20回生　小川　亜沙美

　同窓会総会および懇親会に参加し、大変
良い経験となりました。お世話になった先
生方や同期と約半年ぶりに再会し、久しぶ
りの再会を喜びつつ、たわいもない話で盛
り上がることができました。懐かしい思い
出を共有しながら、とても有意義な時間を
過ごせたと感じています。今後もこうした
機会を大切にし、また皆さんとお会いでき
る日を楽しみにしています。ありがとうご
ざいました。

40回生　野畑　清佳

　総会、懇親会共に参加させていただきあ
りがとうございました。私たち35回生はコ
ロナの関係もあり初めての参加になりまし
た。当日の出席者は40人を超えており、横
のつながりの強さを実感しました。懐かし
い顔と思い出話や近況について話すことが
できてとても楽しかったです。次回も35回
生で会場いっぱいにしたいものです。参加
いただいた皆さん、運営していただいた諸
先輩方、先生方もありがとうございました。

35回生　山﨑　陸

　久しぶりに同窓生と会えると思い、ワクワクし
ながら参加しました。今回はあまり人数が集まら
なかったものの、高校時代の振り返りや恩師との
対談で盛り上がり楽しかったです。最近はSNS
などで近況は知れるものの、やはり対面で話す場
は大切だと改めて感じました。県外就職や結婚、
子育てが多い世代ではあり、集まりにくい環境下
とは思いますが、次の機会はより多くの方とお会
いできることを楽しみにしています。

30回生　高峰　優誠

20回生集合写真

10回生集合写真

30回生集合写真

35回生集合写真

40回生集合写真

地域活動 編地域活動 編

福岡ひばり園との交流（保育実習）

福岡ひばり園との交流（体育大会）

オープンハイスクール英語授業

美術部つくりもんまつり出展作品

奉仕活動

福岡ひばり園との交流（読み聞かせ）福岡ひばり園との交流（学校祭）
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事務局：〒939-0127 富山県高岡市福岡町上蓑561番地 福岡高等学校内　
ホームページ　 URL  https://www.fukuoka-h.tym.ed.jp/graduate/reunion

◇各学年の同窓会、部のOB・OG会の開催記事を募集しています。
◇福岡高等学校のホームページを開設しています。ご利用ください。なお、同窓会ページは多くの意見をどんどん取り入れて、
　内容を充実させたいと考えています。
◇会報をホームページにも掲載しています。

注意

事務局だより

福岡高等学校内　同窓会事務局　電話（0766）64-5275　　FAX（0766）64-5276

富山県立福岡高校同窓会
フェイスブックページ

https://www.fukuoka-h.tym.ed.jp/graduate/reunion

E-mail fukuokako@ed.pref.toyama.jp

https://ja-jp.facebook.com/pages/富山県立福岡高校同窓会-111504212307371

同窓会事務局と名乗り、住所、進路等の問い合わせをする業者があります。ご不審な点がございましたら、
下記へお問い合わせください。
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監 　 査
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大 野 洋 靖
立 川 　 証
板 谷 直 子
藤 村 充 邦
米 沢 尚 美
牧 野 友 紀
赤 尾 繁 樹
長谷川　　格
宮 田 俊 孝
徳 田 新 一
浅 地 隆 佳
中 村 裕 二
塚 原 映 生
川 島 　 国
松 本 信 幸
寺前　慎太郎
嶋 田 志 保
筏 井 哲 治
今 井 泰 則
山 川 雄 亮
高 田 洋 平
角　　千絵美
鎌倉　真希子
下 村 　 肇
二 塚 大 地
土 肥 浩 樹
小川  亜沙美 
覚 張 千 夏
山 田 雄 介
鈴 木 亜 衣
船 木 悠 平
浜 井 欣 宏
平 田 拓 也
高 田 　 樹
吉 國 　 叡
宮 原 伸 卓
中 村 夕 香
渡 部 貴 晶
明法寺　龍也
今 方 杏 香
渡辺　小乃華
山 﨑 　 陸
関 澤 　 駿
長 柄 維 吹
桐　　謙太朗
中 川 陽 輝
野 畑 清 佳

同窓会副会長　立川　証

ICTを活用した授業風景

AI時代の自律を目指して

　同窓会員の皆様には、本会の活動に
ご理解とご協力を賜り深く感謝申し上
げます。

　さて同窓会総会も今年は41回目となり、幹事学年となる
１回生は私を含め50代最後の歳になります。同じ福岡高校
で学んだといっても、その学習環境は40年で大きく変化を
しています。ICT（Information and Communication 
Technology）が進んだ現在は生徒一人ひとりがタブレット
を持ち、個別の疑問や課題に寄り添えるような学習方法が取
り入れられています。ITは社会のさまざまな分野に影響を与
え、特に近年ではAIの活用が急速に広がり、語学学習はAIと
の会話で学ぶのが主流になりつつあります。
　最新の情報で更新され「進化する早さ」で人間の先回りを
して、引っ張ってくれるのがAIのすごさなのでしょうが、応

用できることが増える一方で、AIには出来ないことは何かも
問われています。感性や感情などの人間らしさの根本は
「変えたくないような大切な想いがあること」なのではない
でしょうか。
　福岡高校の校訓は「自律（Self-Control）」から始まりま
す。Controlの語源は「対照する巻物」という意味です。も
ともとあった自分と現在を見比べて確認する作業が自律とい
うことなのでしょう。時間と労力をかけた一生懸命を詰め込
んだ高校時代には、良くも悪くも大切なストーリーがたくさ
ん生まれます。便利と高効率に急がされる時代になっても、
対照すべき大切な物語が心にあれば、私たちはAIの時代も自
律しながら歩めるのではないでしょうか。大切な物語が重な
る同窓会活動でありたいと思います。

出会いの中でのコミュニケーションは、AIには真似できない温度が伝わるのがいいところ。地域で
活動する在校生が、その場所その瞬間の熱量を宝物にしてほしいと願っています。

編　集　後　記編　集　後　記

写真は令和7年度懇親会風景
福岡高等学校HP
同窓会ページ

第41回同窓会総会＆懇親会告知
「ホテルニューオータニ高岡」で同窓会総会＆懇親会を開催します。
今年のメインの回生は1回生、11回生、21回生、31回生、36回生、41回生です。
福岡高等学校ホームページの同窓会ページ及び同窓会フェイスブックページでもご案内しています。

令和7年度　部活動等の記録学校の近況

日　時 令和8年 8月14日（金）18：00～20：30（受付17：30～）
 　同窓会総会　18：00～18：30
 　懇親会　　　18：30～20：30
会　場 ホテルニューオータニ高岡
 　同窓会総会　鳳凰の間東（４階大宴会場）
 　懇親会　　　鳳凰の間西中（4階大宴会場）
会　費 8,000円　（41回生は5,000円）

再生と進化の年に
校長　向　茂美

　福岡高校が開校したのは昭和58年
4月7日でした。高校生の制服といえば
学ランとセーラー服が一般的だった当

時、ブレザー型の制服はまだ珍しく、福岡高校の制服が
テレビや新聞で取り上げられました。当時の写真を見る
とまだ校舎の一部しか完成しておらず、前庭は土がむき
出しのままでした。開校式と入学式は、新入生自身も会
場設営や受付等を担ったようです。入学後は、授業や部
活動等の学校生活と並行して校舎の建築が続けられま
した。当時の最新機器を完備したLL教室での先進的な
英語学習や、県内初の英国人講師による英語の授業等
が行われ、「英語の福岡」としての特色を打ち出しました。
昭和58年10月7日には格技場が完成し「道場開き」が行
われ、１月には「寒稽古納会」が行われました。昭和60
年3月には大きな吹き抜けがある図書館、最新の音響設
備を備えた視聴覚室、美術・書道・音楽教室からなる芸
術棟が完成しました。昭和61年3月に第1回卒業証書授
与式が行われ、同月、中庭が完成しました。正面玄関か
ら入ると、眼前の大きなガラス窓を通して噴水を備えた
池のある中庭が目に飛び込んでくるという見事な設計で
す。昭和62年3月には第1回英国語学研修（当初は「英国
短期留学研修」と呼称）がオックスフォードで行われ、
昭和63年には第2体育館が、平成２年には後庭造園工事
が完成し、現在の福岡高校の礎が築かれました。
　開校から40年以上が経ちました。諸先輩方から受け
継いで大切に使ってきた校舎や設備ではありますが、最
近では校舎内のあちこちで不具合が発生するようになり
ました。冷暖房が上手く機能しなかったり、床や壁の至
る所にヒビが入ったりと、経年劣化が目立っています。校
舎の複数箇所にある大きな庇にはびっしりと苔がむし、
内部への浸食により屋根材が劣化して、雨漏りや崩落の
危険性が増してきました。そのため、令和7年度には正面
玄関の屋根の改修工事を行いました。学校の顔とも言え
る正面玄関が新しく生まれ変わったことで、印象が非常
に良くなりました。
　令和7年は巳年でした。蛇は脱皮を繰り返すことから
「再生」や「進化」を表し、巳年は「成長と変化」を象徴
すると考えられてきました。福岡高校では校舎の一部を
「再生」し、日々の授業や学校行事に工夫を凝らすことで
「進化」してきました。恵まれた環境で、生徒が「成長と
変化」をするという福岡高校の礎の部分は開校当初か
ら変わっていません。同窓生の皆様方からは、生徒が
しっかりと成長できるように多大なご支援をいただいて
おり、心から感謝申し上げます。今後も変わらぬご支援を
どうぞよろしくお願いします。

役職 組回氏　　名

福岡高等学校同窓会役員名簿
■第74回高岡市長盃争奪加盟団体対抗陸上競技大会
高校一般男子1500m 第2位 屋敷　海李（31H）
高校一般男子800m 第3位 屋敷　海李（31H）
高校一般男子砲丸投 第3位 桶川　陽生（32H）
高校一般女子400m 第3位 朝賀　景香（21H）
高校一般女子100mH 第3位 勝山奈々美（33H）
高校一般女子４×100ｍＲ 第3位 勝山奈々美（33H）
   島倉　一華（31H）
　   桶谷　美結（33H）
   今井結梨奈（31H）
■第63回小矢部市民スポーツ大会　
一般女子砲丸投 第2位 永井　悠菜（21H）
■第78回富山県高等学校陸上競技対校選手権大会
男子800m 第3位 屋敷　海李（31H）
女子やり投 第5位 今井結梨奈（31H）
女子走高跳 第7位 鄭　　美何（11H）
■第64回北信越高等学校陸上競技対校選手権大会
男子800m 出場 屋敷　海李（31H）
女子やり投 出場 今井結梨奈（31H）
■第62回富山県高等学校新人陸上競技対校選手権
大会

共通男子400ｍＨ 第6位 久村　泰輝（23H）
共通女子走高跳 第6位 鄭　　美何（11H）
■第１回チームコンバインド６　
高校一般女子の部 第３位 鄭　　美何（11H）
   辻　　千華（13H）
   橋爪　那菜（13H）

■第26回ICHIKO杯争奪バスケットボール大会　優勝

■第21回I.Sカップなんとオープンバドミントン大会
女子Cクラス　第１位
  𠮷野　心結（23H）、 江畑　吏彩（23H）組
女子Cクラス　第３位
  中島　悠花（23H）、 兼田　仁瑚（23H）組

第72回高岡市剣道大会　
高校女子個人戦 第2位 小川　晃代（23H）
高校女子個人戦 第3位 佐々木美衣（22H）

■第50回富山県青少年美術展　　
デザイン部門　入選  蟹谷　冴香（11H）
   阿部千彩紀（12Ｈ）
■福岡町つくりもんまつり
敢闘勝 作品名「エッグプラネット」

■第53回富山県吹奏楽コンクール
高等学校Ｂ部門　金賞
■第47回高岡地区アンサンブルコンテスト
金賞  管打楽器３重奏
   金管８重奏
    サクソフォン４重奏
■第60回富山県アンサンブルコンテスト　出場
   管打楽器３重奏

■Ikenobo花の甲子園2025北陸大会　
優　勝  中谷　美沙（21H）
   田守　美結（22H）
   髙田　美希（23H）

■Ikenobo花の甲子園2025全国大会
敢闘賞  中谷　美沙（21H）
   田守　美結（22H）
   髙田　美希（23H）

■第64回富山県高校放送コンテスト
テレビドキュメント部門 優良賞 「ハルネコ熟知」
創作テレビドラマ部門 優良賞 「スタイルとスタンス」

■第50回富山県青少年美術展　 
書部門　入選  杉本　修暉（32H）
   石井　千咲（21H）
   坂本　麻緒（21H）
   菅田　紫乃（21H）
   縁山　真央（11H）
   堂田　実花（11H）
  　 中谷　美羽（13H）
■第21回砺波市美術展
書の部　奨励賞  石井　千咲（21H）

■第26回富山県高等学校英語プレゼンテーションコンテスト2025
リサーチ・プロジェクト部門　最優秀賞 
   朝賀　景香（21H）
   粟田　裕子（21H）
   石井　千咲（21H）
   源　ときわ（21H）
スピーチ部門　奨励賞  中山　月渚（21H）
■とやま科学オリンピック2025
高校部門個別戦　化学分野　銅賞
   遠藤　羽菜（22H）
   佐々木晃太（23H）

陸上競技部

吹奏楽部

バドミントン部

剣道部

放送部

書道部

その他

美術部

華道部

女子バスケ部


